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問
題
の
所
在
と
課
題

　
　
日
本
に
渡
り
し
 希
 ひ
の
学
成
ら
ず
　
食
に
お
は
れ
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る

ね
が

　
こ
れ
は
、
一
九
六
二
年
二
月
、
国
立
療
養
所
多
磨
全
生
園
で
発
行
さ
れ
て
い
る
機
関
誌
『
多
磨
』
に
掲
載
さ

れ
た
、
あ
る
在
日
朝
鮮
人
入
所
者
 
［
１
］ の
短
歌
で
あ
る
。
学
ぶ
機
会
を
得
る
た
め
、
植
民
地
朝
鮮
か
ら
日
本
に

渡
っ
て
き
た
彼
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
、
苛
酷
な
労
働
で
あ
っ
た
。
や
が
て
彼
は
ハ
ン
セ
ン
病
を
患
い
、
療

養
所
に
隔
離
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
日
本
に
は
現
在
、
全
国
に
一
四
ヵ
所
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
（
国
立
一
三
ヵ
所
、
私
立
一
ヵ
所
）
が
あ
る
。
平
均
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［
１
］　
現
在
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
病
歴
者
を
指
す
時
に
、「
回
復
者
」、「
元
患
者
」
な
ど
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
本
書
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
に
使
わ
れ
て
い
た
呼
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
戦
後
に
な
り
特
効
薬
が
登
場
し
、
実
際
は
治
癒
し
た

入
所
者
が
多
か
っ
た
時
代
に
お
い
て
も
運
動
の
側
面
に
お
い
て
当
事
者
が
自
ら
を
「
患
者
」
と
呼
ん
で
い
る
点
か
ら
、
本
書
で
も

「
在
日
朝
鮮
人
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
」
な
ど
の
用
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
こ
こ
で
断
っ
て
お
き
た
い
。



年
齢
が
八
五
・
五
歳
（
二
〇
一
八
年
五
月
時
点
）
の
入
所
者
一
三
三
三
名
（
二
〇
一
八
年
五
月
時
点
）
の
内
、
在
日
朝

鮮
人
は
五
二
名
（
二
〇
一
八
年
十
一
月
時
点
）
を
数
え
る
。
全
国
の
療
養
所
に
は
こ
れ
ま
で
、
沖
縄
二
園
と
奄
美

和
光
園
（
鹿
児
島
県
）
を
除
く
国
立
療
養
所
一
〇
園
と
私
立
療
養
所
三
園
（
神
山
復
生
病
院
、
待
労
院
診
療
所
、
身
延

深
敬
病
院
）
に
在
日
朝
鮮
人
が
入
所
し
て
い
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
（
入
所
者
数
の
多
か
っ
た
三
園
の
資
料
を
文
章

末
に
掲
載
し
て
い
る
）。

　
で
は
、
は
た
し
て
い
つ
頃
か
ら
朝
鮮
人
は
、
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
入
所
し
て
い
る
の
か
。

　
全
生
病
院
（
現
・
多
磨
全
生
園
）
の
年
報
に
よ
る
と
、
一
九
二
二
年
に
朝
鮮
人
一
名
の
入
所
記
載
が
あ
り
、
一

九
〇
九
年
開
設
の
一
三
年
後
に
は
す
で
に
朝
鮮
人
が
入
所
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
じ
く
一
九
〇
九
年
開

設
の
外
島
保
養
院
（
現
・
邑
久
光
明
園
）、
第
四
区
療
養
所
（
現
・
大
島
青
松
園
）、
九
州
癩
療
養
所
（
現
・
菊
池
恵
楓

園
）
で
も
そ
れ
ぞ
れ
一
九
二
三
年
か
ら
一
九
二
六
年
の
間
に
す
で
に
朝
鮮
人
が
収
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
年
報

に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
（
本
書
「
資
料
」
参
照
）。
長
島
愛
生
園
（
岡
山
県
）
の
療
養
所
史
で
あ
る
『
隔
絶
の
里
程
』

に
よ
る
と
、
外
国
人
患
者
（
お
も
に
朝
鮮
出
身
）
は
、
開
所
の
一
九
三
一
年
に
一
五
名
だ
っ
た
の
が
、
一
九
四
八

年
に
は
一
〇
七
名
に
も
上
り
、
当
時
の
全
入
所
者
の
七
・
八
％
を
占
め
た
と
い
う
。

　
邑
久
光
明
園
入
所
者
の
具
南
順
は
、「
私
の
周
囲
に
は
多
く
の
韓
国
人
患
者
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
の
事
が
私
を
一
番
驚
か
せ
ま
し
た
。
私
は
こ
の
療
養
所
に
百
人
に
近
い
韓
国
人
患
者
が
居
る
な
ど
と
は
夢

に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」 ［２］ と
、
多
く
の
朝
鮮
人
患
者
が
入
所
し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
て
い
る
。
同
じ
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く
邑
久
光
明
園
入
所
者
の
許
順
子
は
朝
鮮
人
数
の

多
さ
に
、「
そ
の
点
お
友
達
が
多
く
心
強
い
」 ［３］ と

感
じ
、
先
の
具
南
順
は
「
何
か
力
強
い
も
の
を
感

じ
ま
す
と
共
に
、
異
郷
の
地
で
大
き
な
病
を
養
っ

て
い
る
人
の
姿
に
、
自
分
の
事
を
忘
れ
て
涙
が
流

れ
て
来
ま
し
た
」 ［４］ と
病
気
や
療
養
生
活
へ
の
不

安
の
中
に
も
同
胞
が
い
た
こ
と
に
安
堵
し
て
い
る
。

　
他
園
に
お
い
て
も
、
戦
後
、
朝
鮮
人
は
ま
す
ま

す
増
え
た
。
一
九
六
二
年
十
一
月
三
日
発
行
の

『
在
日
朝
鮮
人
ハ
ン
ゼ
ン
氏
病
患
者
同
盟
支
部
報
』

第
五
一
号
に
よ
る
と
、
一
九
六
二
年
時
点
で
の
全

療
養
所
の
朝
鮮
人
入
所
者
数
は
七
一
六
名
で
あ
っ
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雑筆者調べ．

計女男   療養所名
０００   松丘保養園 （青森県）
０００   東北新生園 （宮城県）
４０４   栗生楽泉園 （群馬県）
１４９５   多磨全生園 （東京都）
１０１   駿河療養所 （静岡県）
２０1０1０   長島愛生園 （岡山県）
６６０   邑久光明園 （岡山県）
０００   大島青松園 （香川県）
５32   菊池恵楓園 （熊本県）
２１１   星塚敬愛園 （鹿児島県）
５２2923   計

在日朝鮮人入所者数 （2018年 11 月時点）

…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

［
２
］　
具
南
順
「
一
人
の
女
」『
孤
島
』
第
一
集
、
邑
久
光
明
園
韓
国
人
互
助
会
、
一
九
六
一
年
、
六
四
頁
。

［
３
］　
許
順
子
「
永
い
時
間
の
中
で
」『
孤
島
』
第
二
集
、
韓
国
人
ハ
ン
セ
ン
氏
病
療
養
者
の
生
活
を
守
る
会
、
一
九
六
二
年
、
四
四
頁
。

［
４
］　
前
掲
、「
一
人
の
女
」、
六
四
～
六
五
頁
。



た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
減
少
し
て
い
く
が
、
そ
の
割
合
は
一
九
七
一
年
ま
で
六
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
を
維

持
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
一
九
六
〇
年
以
降
の
在
日
朝
鮮
人
入
所
者
数
の
資
料
も
同
じ
く
文
章
末
に
掲
載
） 
［
５
］ 。

　
一
般
社
会
に
比
べ
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
お
け
る
朝
鮮
人
入
所
者
数
の
割
合
は
高
か
っ
た
。
な
ぜ
、
こ
れ

ほ
ど
多
く
の
朝
鮮
人
が
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
入
所
し
て
い
る
の
か
。
朝
鮮
人
の
入
所
経
緯
に
つ
い
て
、

先
に
紹
介
し
た
『
隔
絶
の
里
程
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
戦
前
、
朝
鮮
出
身
者
の
ほ
と
ん
ど
は
労
務
者
と
し
て
故
国
を
離
れ
た
人
々
で
あ
り
、
強
制
連
行
さ
れ
て

き
た
者
も
多
い
。
な
か
に
は
家
族
も
知
ら
ぬ
う
ち
に
田
ん
ぼ
か
ら
拉
致
さ
れ
、
釜
山
港
か
ら
麻
縄
で
数
珠

つ
な
ぎ
さ
れ
て
き
た
者
も
い
た
。 ［６
］
 

    
　「
労
務
者
」
と
し
て
苛
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
た
人
び
と
が
ハ
ン
セ
ン
病
に
限
ら
ず
、
病
に
た
お
れ
た
の
は
想

像
に
難
く
な
い
。
ま
た
、
男
性
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
も
日
本
で
厳
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
で
、
療

養
所
に
入
所
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
邑
久
光
明
園
入
所
者
の
金
玉
先
は
自
ら
と
同
じ
朝
鮮
人
入
所
者
に
対
し
、

「
生
活
に
追
わ
れ
て
日
本
へ
渡
っ
て
来
て
、
充
分
な
生
活
を
築
く
い
と
ま
も
な
い
ま
ま
に
、
真
っ
黒
な
絶
望
の
世

界
へ
投
げ
込
ま
れ
た
」 ［７］ と
証
言
し
て
い
る
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌
に
よ
る
慢
性
の
感
染
症
で
あ
る
が
、
そ
の
感
染
や
発
病
に
は
生
活
環
境
が
大
き
く
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影
響
す
る
。
在
日
朝
鮮
人
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
が
多
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
日
本
近
現
代
史
研
究
者
の
山
田

昭
次
は
、「
日
本
帝
国
主
義
の
過
酷
な
収
奪
」
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
民
衆
の
生
活
が
「
低
く
押
し
下
げ
ら
れ
て
い
た

か
ら
」
だ
と
指
摘
す
る
 
［
８
］ 。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
の
存
在
理
由
が
、

日
本
に
よ
る
朝
鮮
の
植
民
地
支
配
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
歴
史
学
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
回
復
者
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
前
に
紹
介
し
た
立
教
大

学
・
山
田
昭
次
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
よ
る
多
磨
全
生
園
の
在
日
朝
鮮
人
入
所
者
の
聞
き
取
り
集
『
生
き
ぬ
い
た
証
に
』

の
他
、
金
永
子
に
よ
る
「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
の
闘
い
―
―
「
互
助
会
」（
多
磨
全
生

園
）
の
活
動
を
中
心
に
」
等
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
そ
の
後
、『
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
最
終
報

告
書
』 （公
益
財
団
法
人
日
弁
連
法
務
研
究
財
団
、
二
〇
〇
五
年
）
や
『
近
現
代
日
本
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
資
料
集
成
』（
不

二
出
版
、
二
〇
〇
三
年
～
）
の
刊
行
な
ど
に
よ
り
、
資
料
に
基
づ
い
た
実
態
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
長
年
に
わ
た
り
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
回
復
者
を
縛
り
続
け
て
き
た
「
ら
い
予
防
法
」
が
一
九
九
六
年
に
廃
止
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［
５
］　
金
永
子
「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
の
闘
い
―
―
「
互
助
会
」（
多
磨
全
生
園
）
の
活
動
を
中
心
に
」『
四
国
学

院
大
学
論
集
』
第
一
一
一
号
、
第
一
一
二
号
合
冊
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
、
一
一
〇
頁
。

［
６
］　
長
島
愛
生
園
入
園
者
自
治
会
『
隔
絶
の
里
程
』
日
本
文
教
出
版
、
一
九
八
二
年
、
一
五
六
頁
。

［
７
］　
金
玉
先
「
収
容
所
で
」『
孤
島
』
第
二
集
、
二
七
頁
。

［
８
］　
立
教
大
学
史
学
科
山
田
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
『
生
き
ぬ
い
た
証
に
』
緑
蔭
書
房
、
一
九
八
九
年
、
八
頁
。


